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１ 動機 
（経緯） 

ＪＡが大規模農業経営者からの信用事業における信頼を得，農業融資の拡大に
繋げることを目的に，農業者との接触機会の一番多い全農ＴＡＣとの協力体制を

打診しました。全農にも農機・肥料農薬等の物販には金融支援が不可欠であるこ

とを理解され，合同会議というかたちで意見交換・研修会の場を設定することに

なりました。 
 

２ 概要 定例開催している担い手金融リーダー会議とＴＡＣ担当者会議の開催日を同日
開催とし，それぞれの部門の会議後に合同会議を開催しました。（平成２２年１月

１５日） 

その中では，信連・全農の事業取り組み状況の報告に加え，ＪＡバンク次期中

期計画における“農業メインバンク機能強化”および事業間連携の取組みについ
て理解を求めました。 

 さらに，金融リーダーとＴＡＣおよび各ＪＡ間で情報交換するため，７～８名

にグループ編成してグループディスカッション（分科会）を行いました。 

 

３ 成果 

（効果） 

今回は，それぞれＪＡの信用部門，営農・経済部門の直接の担当者がどのよう

な考えをもっているかの情報収集を目的としたものでしたが，今後の施策につな
げる上では参考となるものも多かったと思われます。 

また，他のＪＡの信用および営農・経済担当者の意見を聞き，自ＪＡで今後の

業務改善に考えを巡らしてもらいたいとの意図も含めてグループディスカッショ

ンの場を設定しました。 
 

４ 今後の
予定（課題） 

大部分が信用事業部分から営農・経済部門への協力を求める内容のものとなっ
ていますが，営農・経済部門へは地道な働きかけが必要なことを認識しました。 

今回の意見集約を踏まえ，次年度以降個別ＪＡごとに具体的な実施策を検討し

てまいります。 

 合同会議については，今後も継続的に開催していくことを確認しております。 
 

 

 


